
一般財団法人 日本文化興隆財団 
平成２４年度事業報告書 

自平成２４年７月１日 至平成２５年６月３０日 
 
実施事業（公益目的事業） 
１、日本の伝統精神と文化を伝える事業（継続事業１） 
  ①「田んぼ学校」 
  日本の伝統精神、文化と切り離すことが出来ない「米作り」を体験して学ぶ「田んぼ学 

校」を継続開催した。同学校では稲作体験はもとより、米の歴史や信仰、植物学的な面 
からもアプローチする米の総合学習をおこなっている。 
２４年度は平成２４年１０月１日に稲刈り、平成２５年６月２３日に田植えを行った。 
東日本大震災の影響もあり前年度の参加者は半減したが、２４年度は約１００人が参加 
した。 
《会 場》埼玉県熊谷市・古宮神社及び近接圃場 
《主  催》日本文化興隆財団 

   《日  程》第６回田んぼ学校（稲刈り）平成２４年１０月１日（日） 
第７回田んぼ学校（田植え）平成２５年６月２３日（日） 
※稲刈りは平成２５年１０月６日（日）を予定。 

  《対 象》中学生以下の子供とその保護者 
   《参加者》各回約１００人 

          
②第８回日本文化再発見セミナー 
「京都－篤い信仰の源流を探る－」 
平成２４年度は、京都の神社仏閣を巡り、創建された時代背景や精神文化の違いを比較

しながら日本人の心の原点に触れ、今も尚受け継がれている信仰の源流をたどることを

目的に開催した。 
《場 所》松尾大社・妙法院（非公開・天台宗）・新日吉神宮・比叡山延暦寺（天台宗）

三千院（天台宗）・平安神宮神苑・賀茂別雷神社・貴船神社・賀茂御祖神社 
《企 画》日本文化興隆財団・日本国際文化協会 

   《日  程》平成２５年４月１４日（日）～１６日（火）２泊３日 
  《参加費》６９，８００円 

《講 師》加藤健司氏（鶴岡八幡宮教学研究所長） 
《対 象》一般（社会人対象） 

   《参加者》約３０人 
 

③古事記に親しむ 
『古事記』原文の素読を中心に構成したセミナーを企画。各上巻コースと中・下巻コ

ースの２講座を毎月開催している。 
《会 場》日本文化興隆財団研修室 
《主 催》日本文化興隆財団 
《講 師》佐久間靖之氏 
《日 程》上巻素読コース 全１２回／平成２４年１０月～平成２５年９月 

中下巻素読コース全２４回／平成２３年１０月～平成２５年９月 
       各月１回開催 

《対 象》一般社会人 
《会 費》一回５００円 
《参加者》各約２０名 



 
④祓いと神話－日本人の原点を求める－ 
一般を対象に大祓詞の解釈を中心に、「祓」の精神と古事記解釈の講座を開催した。 

《主 催》日本文化興隆財団 
  《講 師》小野善一郎氏（東京・湯島天満宮権禰宜） 
  《日 程》平成２４年１２月～平成２５年４月各月１回開催 
  《会 場》日本文化興隆財団研修室 
  《対 象》一般（社会人対象） 

《会 費》一回１，０００円 
《参加者》各回約８０人 
 
⑤伝統文化セミナー基礎講座 
神社本庁広報センターと共催して「伝統文化セミナー基礎講座」を主にマスコミ関係

者に神道の基礎知識を学んでいただくことを目的に全３回開催した。 
《主 催》神社本庁広報センター 
《共 催》日本文化興隆財団 
《講 師》松本久史氏（國學院大學神道文化学部准教授） 

加藤健司氏（鶴岡八幡宮教学研究所長） 
稲 貴夫氏（神社本庁本宗奉賛部長） 

《日 程》平成２４年７月「日本の神話はどう捉えてられてきたのか」 
平成２５年４月「神道美術の魅力」 

５月「伊勢の神宮と神宮式年遷宮について」 
《会 場》日本文化興隆財団研修室及び神社本庁地下一階会議室 
《対 象》一般（マスコミ関係者） 
《会 費》一回５００円（茶菓子付） 
《参加者》各回約３０人 
 
⑥日本の神話伝承館の運営 
広く一般向けに日本神話の啓発を図る施設として無料公開を継続した。来館者数は平

成 17 年の開館以来低迷が続いていることから、同展示事業の公益性についても検討す

る必要が生じている。また、空調設備等の故障も発生したことから展示体制と設備の

抜本的な見直しと、同館の運営について協議する検討委員会の設置が決まった。 
 
２、国旗小旗の無償頒布を通した国旗啓発事業（継続事業３） 

①国旗小旗無償頒布事業 
当財団の公益事業の柱として、毎年全国の敬神婦人会のボランティアによる協力を得て、

約１０万本の奉製を戴き、国旗啓発事業として無償頒布を行っている。 

平成２４年度は６３団体より１０８，４００本を奉製戴き、４２団体に対し１００，５

００本を無償提供した。 

他、有償頒布では７，６００本を利用いただいている。 

 
３、建国メモリアル ザ・マーチングコンテスト後援事業（継続事業４) 
   平成２５年２月１１日に開催された「『建国記念の日』奉祝記念行事」には、主催団体

である日本の建国を祝う会からの要請により、国旗小旗の提供、職員派遣等の助成を行

うとともに、「建国メモリアル ザ・マーチングコンテスト」にも後援団体として参画

し、助成金の交付及び審査員の派遣をおこなった。また、本年の表彰式では当財団の福

田富昭理事より各受賞大学に表彰状が授与された。 



   《主 催》建国記念の日表参道パレードコンテスト実行委員会 
   《後 援》日本文化興隆財団 
   《協 力》東京都大学吹奏楽部連盟・商店街振興組合原宿表参道欅会・ＮＰＯ法人 

日本鼓笛バンド・フォームバトン連盟 
 
その他事業（収益事業等） 
１、季刊誌『皇室 Our  Imperial  Family』の頒布普及事業（その他事業１） 
    同財団内の皇室報道協力委員会を通して、季刊誌『皇室 Our Imperial Family』を年四

回発行し、平成２４年度は通巻５５号から５８号を刊行した。 
増頒布の施策については、新たな購読者層を獲得するべく、特に５７号・５８号につい

ては「神社検定」の公式テキストとして指定したところ、書店での頒布数向上に成果を

上げた。特に神社検定の受検者層は４０歳代以下が多く、皇室についての理解促進、皇

室祭祀の意義啓発にもテキストとして指定することは教化の有効手段でもあり、今後は

年間購読者拡大を目指す。 
 

２、物品頒布事業（その他の事業２） 
日本文化の興隆に資するために、各種取扱品の頒布に努めた。 
例年好評をいただいている『皇室カレンダー』、神社検定関連のテキストなど取扱品目

の充実を図った。 
  《主な頒布品と頒布数》 

御真影額              ５６架 （前年比   ＋１４架） 
教育勅語額              ３６架 （前年比    ＋９架） 
教育勅語（浄書）           １１枚 （前年比    －１枚） 
特製額縁（大）          ３０架 （前年比   －４３架） 
特製額縁（小）          １４架 （前年比    ＋４架） 
国旗セット            ４８０２組 （前年比 －１８７１組） 
特選国旗セット           ２組 （前年比    ＋２組） 
特注国旗              ４０枚 （前年比    －４枚） 
卓上国旗セット（１本立）      ２１組 （前年比   ＋１９組） 
卓上国旗セット（２本立）      １３組 （前年比   －１３組） 
皇室カレンダー（壁掛）    ５１６８部 （前年比  ＋５４８部） 
皇室カレンダー（卓上）     ７９８部 （前年比  －１６６部） 
皇室紹介ビデオ・DVD      １４本 （前年比    －２本） 
絵本『いただきます』    ２４７１冊 （前年比  ＋５９１冊） 
絵本『とこわかの森』     ３４１冊 （前年比  －５２１冊） 
絵本『もっと輝いて』     ３１１冊 （前年比  －７５３冊） 
絵本『しあわせになる１２のヒント』 ７３３冊 （前年比  －３７５冊） 

      〃       シールなし ７１７冊 （前年比  ＋６０９冊） 
皇位継承の危機いまだ去らず       １冊 （前年比    －６冊） 
日本の神話教室         ５７１冊 （前年比   ＋７２冊） 
御所のお庭               ７冊 （前年比   －１５冊） 
神社検定テキスト『神社のいろは』 ３０８冊 （前年比 －２３２５冊） 
神社検定テキスト『神話のおへそ』 ３０４冊 （前年比 －１５１５冊） 
神社検定テキスト『神社のいろは続』 ４３８冊 （前年比    － 冊） 
神社検定テキスト『遷宮のつぼ』 ４５３冊 （前年比    － 冊） 
第１回神社検定『問題と解説』 ２７０冊 （前年比    － 冊） 
神社検定事前対策講座ＤＶＤ      ４０枚 （前年比  －５９６枚） 



神社検定参級早わかり講座 DVD １９６枚 （前年比    － 冊） 
神社検定弐級早わかり講座 DVD ３２７枚 （前年比    － 冊） 
神道百言            １０８１冊 （前年比    － 冊） 
日本を元気にする古事記のこころ   ５２冊 （前年比    ＋２冊） 
あなたを幸せにする大祓詞   １３４冊 （前年比    － 冊） 
ことばで聞く古事記（上）      ６７冊 （前年比  －３５４冊） 
ことばで聞く古事記（中）      ９８冊 （前年比    － 冊） 
 

３、テナント及び貸会議室の施設運営（その他事業３） 
①テナント事業 

  次の団体がテナントとして入居している。 
  １０１号室    株式会社神社新報社（Ｂｏｏｋｓ鎮守の杜） 
  ２０３号室    有限会社 TRUTH 設計事務所 
  ２０４号室    一般社団法人日本国際文化協会 
  ２０５号室    公益社団法人全日本仏教婦人連盟 
  ２０６号室    全国神社厚生年金基金 

②会議室・研修室の利用 
  近隣企業から各種研修会、諸会議、展示会等で多く利用され、利用数も年々順調な伸

びを示している。平成２４年度は２８９件（研修室１，１２０時間・会議室９６９時

間）の利用があった。（使用時間率前年比約１％増） 
 

４、みんなの鎮守の森植樹祭・企業協力による森林保全活動（その他事業４） 
①みんなの鎮守の森植樹祭 
都市部の鎮守の森再生を中心に行ってきたが、東日本大震災以降、流失した鎮守の森

再生に向けて、東北復興支援の一環として、日本財団、神社本庁協力のもと、被災地

において、心のふるさと、地域のコミュニティーの復活を目指す事業として、平成２

４年度は４箇所の神社にて開催した。 
植樹祭開催に伴う植樹する樹種の調査は、横浜国立大学名誉教授宮脇昭氏の指導によ

り行われ、同氏が推奨される「潜在自然植生の森づくり」に従い行った。 
主催：実施神社／共催：日本財団／事業協力：日本文化興隆財団 
後援：神社本庁・宮城県神社庁 
【事業実施神社】 
第１回 八重垣神社（宮司名：藤波祥子）※平成２３年度事業 
鎮 座 地：宮城県亘理郡山元町高瀬笠野１２８ 

 開 催 日：平成２４年６年２４日（日） 
 参加者数：約５５０人 
 植樹本数：３，２３８本(２１種) 
第２回 吉田浜神明社（宮司名：相原たか子） 
鎮 座 地：宮城県亘理郡亘理町吉田字須賀畑１０８ 

 開 催 日：平成２４年８月１４日（火） 
 参加者数：約２５０名 
 植樹本数：１，１１８本(２１種) 
第３回 青巣稲荷神社（宮司名：萩野利邦） 
鎮 座 地：宮城県亘理郡山元町山寺字浜９６ 
開 催 日：平成２５年４月２９日（月・昭和の日） 
参加者数：約３５０名 
植樹本数：２，４４８本(２１種) 



第４回 川口神社（宮司名：渡邊光彦） 
鎮 座 地：宮城県亘理郡亘理町荒浜字明神西１９０-１ 
開 催 日：平成２５年５月３日（金・憲法記念日） 
参加者数：約２５０名 
植樹本数：１，８１１本(２１種) 

第５回 鳥海塩神社（宮司名：相原たか子）※平成２５年度事業 
鎮 座 地：宮城県亘理郡亘理町長瀞字大橋１９９ 
開 催 日：平成２５年７月７日（日） 
参加者数：約５５０名 
植樹本数：２，１２３本(２１種) 
上記計：植樹樹種２１種、植樹本数１０,７３８本、参加者数約２,０００人 

 
②鎮守の森を守る自動販売機の展開 
同事業は、植樹祭など鎮守の森を守る運動の展開に資するべく、現在ジャパンビバレ

ッジとポッカコーポレーション、伊藤園が参画している。鎮守の森を守る専用自動販

売機を全国の神社庁及び神社の協力をいただき、現在計３５台が設置されており、一

本あたり５円が同事業に寄付され、全額を植樹祭に利用している。 
【設置協力神社他】全国３５台（前年比＋３台） 
神社本庁【２台】･日本文化興隆財団【２台】･大成建設（宮城）・千住本氷川神社(東
京）･荏原神社【２台】（東京）富賀岡神社(東京）･鶴岡八幡宮【２台】（神奈川）･稲

毛神社（神奈川）･大津諏訪神社（神奈川）、白岡八幡神社（埼玉）・秩父神社（埼玉）･

香取神社（埼玉）･㈱ヴィヴィット（埼玉）･鎮守氷川神社（埼玉）・越谷久伊豆神社（埼

玉）・一言主神社（茨城）･常磐神社（茨城）･大洗磯前神社（茨城）・三嶋大社（静岡）･

静岡浅間神社【２台】(静岡）･矢奈比売神社（静岡）･小國神社（静岡）・神宮道場（三

重）･レストハウス木曽路（長野）･菅生石部神社（石川）･多賀大社（滋賀）・服部天

神宮（大阪）･石切劔箭神社【２台】（大阪）･普天満宮（沖縄）      順不同 
 

５、検定事業（神社検定）（その他事業５） 
①第２回神社検定（神道文化検定）開催 
日本文化の興隆を図る事業として開催している、神道文化検定（神社検定）を神社本

庁監修、一般財団法人神道文化会、株式会社扶桑社の協力で、昨年の第１回に引き続

き平成２５年６月２日に第２回を開催した。全国会場も昨年の３８箇所から４９箇所

に増設し、第１回とほぼ同数の５,３９８名が受検した（申込者数６,０２５名）。新設

となった弐級のテーマは、一般への遷宮教化を図る目的で「遷宮と神社」として実施

し、弐級が９６６名（合格率３２．２％）、参級が１,６９２名（合格率７０．６％）

合格した。同検定は日本人が元来有する伝統的精神を掘り起こし、日本文化の素晴ら

しさを再認識させる新たな教化事業として、第３回は、平成２６年６月に弐級と参級

に続き、壱級試験を新設して実施する予定である。 
《主 催》日本文化興隆財団 
《監 修》神社本庁 
《協 力》神道文化会、扶桑社、日本メディアミックス 
《日 程》平成２５年６月２日（日） 
《会 場》全国４９会場 
《申込者》６,０２５名 
《受検者》５,３９８名 
《認定者》弐級 ９６６名 

参級１,６９２名 



②神社検定参級合格者限定セミナー 
第１回合格者（参級）を対象に神社への理解をさらに深めてもらうことを目的とした

特別セミナーを京都・鎌倉で各４回、計８回開催し、検定合格者延べ約４３０名が参

加し好評を博した。 
《事業企画》日本文化興隆財団・神道文化会 
《事業協力》石清水八幡宮、賀茂別雷神社、賀茂御祖神社、鶴岡八幡宮 
《事業内容》京都コース（京都駅集合解散） 

参 加 費：１１，０００円 
行    程：石清水八幡宮正式参拝・田中恆清宮司講話、賀茂別雷神社正

式参拝、賀茂御祖神社正式参拝 
実施日程：平成２４年１０月 ８日（月・祝）７４名 

〃   １０月２８日（日）  ６９名 
〃     １１月２４日（土）  ７７名 
〃     １１月２５日（日）  ７６名 計２６９名 

鎌倉コース（鶴岡八幡宮集合解散） 
参 加 費：６，０００円 
行    程：鶴岡八幡宮正式参拝・吉田茂穗宮司講話、荏柄天神社参拝、

鎌倉宮参拝 
実施日程：平成２４年１０月１３日（土）３８名 

〃     １０月１４日（日）３１名 
〃     １０月２８日（日）２１名 
〃     １１月１１日（日）６５名 計１６２名 

 
③公式テキスト早わかり講座 
公式テキストの学び方を通して、神道、神社の基礎知識を深めてもらうことを目的

に各級毎にセミナーを開催し、延べ約４５０名が受講した。 
《主 催》日本文化興隆財団 
《会 場》日本文化興隆財団研修室 
《開催日》【弐級】計５回開催※講義内容は全共通 

平成２５年３月１９日（火）３５名 
〃     ３月２８日（木）１５名 
〃     ４月２５日（木）４２名 
〃     ５月１０日（金）１６名 
〃     ５月１２日（日）２０名 計１２８名 

【参級】計５回開催※講義内容は全共通 
平成２５年３月２４日（日）３９名 

〃     ４月 ８日（月）３７名 
〃     ４月２０日（土）５４名 
〃     ５月 ９日（木）５６名 
〃     ５月２３日（木）７１名 計２５７名 

《講 師》【弐級】藤本頼生氏（國學院大学神道文化学部専任講師） 
【参級】茂木貞純氏（國學院大學神道文化学部教授） 

《受講費》３，５００円 
 
 
 
 



④事前対策現地セミナー 伊勢 
新設される弐級のテーマ「遷宮と神社」の特別セミナーを２日間に亙り開催し、全

国から約４００名が参加した。第１部の初日は講義及び模擬試験、翌日の第２部は

実際に神宮に参拝後、神楽殿にて神楽を奉奏するなど神宮や式年遷宮について更に

理解を深めるセミナーとなった。 
《主 催》日本文化興隆財団 
《後 援》伊勢神宮崇敬会・扶桑社 
《開催日》平成２５年４月６日（土）・７日（日） 
《会 場》第１部 神宮会館・第２部 神宮 
《受講費》第１部４，８００円・第２部６，８００円 

第１部、２部セット１１，０００円 
《参加者》約４００名 
 
⑤おさらい講座 
東京会場（國學院大學）限定で、検定実施日に出題問題の解答と解説を行う講座を

開催し、約２５０名が受講した。 
《主 催》日本文化興隆財団 
《開催日》平成２５年６月２日（日） 
《会 場》國學院大學 
《講 師》【弐級】藤本頼生氏（國學院大学神道文化学部専任講師） 

【参級】茂木貞純氏（國學院大學神道文化学部教授） 
《受講費》各３，５００円 
《参加者》約２５０名（弐級、参級合計） 



庶務概要

理事（１０名） 平成25年6月30日現在

役　名 氏　名 役職名

理事長 田 中 恆 清 （宗）神社本廳総長

副理事長 小 串 和 夫 （株）神社新報社代表取締役社長

理　事 荒 巻 禎 一 （公財）京都文化財団理事長

理　事 市 川 伊 三 夫 三基商事（株）株式会社顧問

理　事 寺 井 種 伯 （学）学校法人國學院大學評議員会議長

理　事 吉 田 茂 穗 神道政治連盟副会長

理　事 松 山 文 彦 （一財）神道文化会専務理事

理　事 福 田 富 昭
（公財）日本オリンピック委員会味の素ナショナルト
レーニングセンター センター長

理　事 三 河 内 賢 二 元日本放送協会理事

理　事 打 田 文 博 （公財）伝統文化活性化国民協会評議員

監事（３名） 平成25年6月30日現在

役　名 氏　名 役職名

監　事 羽 中 田 進 (一財)山梨県交通安全協会参与理事

監　事 藤 原 正 克 (福)愛育福祉会理事

監　事 三 宅 太 一 郎 尾花沢市観光物産協会会長

評議員（１２名） 平成25年6月30日現在

役　名 氏　名 役　職　名

評議員 髙 城 治 延 神宮少宮司

評議員 平 岩 昌 利 (一財)新鷹会理事

評議員 塙 東 男 茨城県文化財保護協会会長

評議員 吉 田 源 彦 日本ボーイスカウト北海道連盟相談役

評議員 緒 方 久 信 (株)ゆほか取締役

評議員 石 上 紀 男 三重県神社庁長

評議員 宮 川 脩 日本会議福井理事長

評議員 永 江 則 英 鳥取市遺族連合会理事

評議員 十 亀 興 美 (宗)石鎚本教管長

評議員 西 高 辻 信 良 （公財）日本博物館協会評議員

評議員 川 上 親 昌 日本会議鹿児島会長

評議員 国 分 正 明 （公財）修養団理事長

顧問（６名） 平成25年6月30日現在

役　名 氏　名 役職名

顧　問 北 白 川 道 久 神社本庁統理

顧　問 鷹 司 尚 武 神宮大宮司

顧　問 岡 村 正 日本商工会議所会頭

顧　問 坂 口 吉 一 (学)國學院大學理事長

顧　問 佐 古 一 洌 (学)皇學館理事長

顧　問 越 智 通 雄 元衆議院議員

１．役員等に関する事項



参与（４２名） 平成25年6月30日現在

役　名 氏　名 役職名

参　与 中 山 高 嶺 埼玉県神社庁庁長

参　与 奥 澤 公 慶 群馬県神社庁庁長

参　与 杉 山 林 繼 千葉県神社庁庁長

参　与 石 原 敬 士 栃木県神社庁庁長

参　与 根 津 泰 昇 山梨県神社庁庁長

参　与 千 葉 博 男 宮城県神社庁庁長

参　与 丹 治 正 博 福島県神社庁庁長

参　与 藤 原 隆 麿 岩手県神社庁庁長

参　与 島 浦 千 晴 青森県神社庁庁長

参　与 面 山 浩 康 秋田県神社庁庁長

参　与 櫻 井 豊 彦 静岡県神社庁庁長

参　与 宇 都 宮 精 秀 岐阜県神社庁庁長

参　与 藤 井 茂 信 長野県神社庁庁長

参　与 小 林 直 毅 新潟県神社庁庁長

参　与 加 藤 治 樹 石川県神社庁庁長

参　与 尾 崎 定 輝 富山県神社庁庁長

参　与 栃 尾 泰 治 郎 奈良県神社庁庁長

参　与 岳 尋 幸 滋賀県神社庁庁長

参　与 西 川 秀 紀 和歌山県神社庁庁長

参　与 岡 村 吉 明 鳥取県神社庁庁長

参　与 青 木 義 興 島根県神社庁庁長

参　与 河 本 貞 紀 岡山県神社庁庁長

参　与 吉 川 通 泰 広島県神社庁庁長

参　与 金 長 広 典 山口県神社庁庁長

参　与 金 倉 文 雄 徳島県神社庁庁長

参　与 松 岡 弘 泰 香川県神社庁庁長

参　与 山 村 稔 晴 高知県神社庁庁長　※6月30日現在

参　与 池 田 剛 康 長崎県神社庁庁長

参　与 神 日 出 男 大分県神社庁庁長

参　与 鍋 島 朝 倫 佐賀県神社庁庁長

参　与 宮 﨑 國 忠 熊本県神社庁庁長

参　与 杉 田 秀 清 宮崎県神社庁庁長

参　与 渡 慶 次 馨 沖縄県神社庁庁長

参　与 稲 貴 夫 神社本庁 本宗奉賛部長

参　与 眞 田 宜 修 神社本庁 秘書部長

参　与 木 田 孝 朋 神社本庁 祭務部長　※6月30日現在

参　与 小 野 崇 之 神社本庁 総務部長

参　与 瀬 尾 芳 也 神社本庁 財政部長心得

参　与 原 田 恒 男 神社本庁 教化部長

参　与 湯 澤 豊 神社本庁 渉外部長

参　与 小 間 澤 肇 神社本庁 広報部長

参　与 轡 田 勝 繁 神社本庁 総合研究部長　※6月30日現在



皇室報道協力委員会委員(７名） 平成25年6月30日現在

役　名 氏　名 役　職　名

委員長 平 沼 赳 夫 元経済産業大臣・衆議院議員

委　員 大 髙 時 男 元内閣情報調査室長・元皇宮警察本部長

委　員 田 尾 憲 男 鉄道情報システム(株)顧問

委　員 福 田 富 昭
（公財）日本オリンピック委員会味の素ナショナルト
レーニングセンター センター長

委　員 池 永 達 雄 元宮内庁侍従職(侍医長)

委　員 宮 田 育 三 元東京国税局調査部長

委　員 打 田 文 博 （公財）伝統文化活性化国民協会評議員



２．諸会議 
①理事会   

    ○理事会 

       日  時  平成２４年８月３０日（木）午後４時～午後４時５８分 

       場  所  日本文化興隆財団研修室 

       出席理事  １０名 

       会議事項  【報告事項】 

１、前理事会以降の職務執行状況について 

２、第２回神道文化検定（神社検定）開催について 

３、季刊誌『皇室』の頒布状況について 

         ４、その他 

         【審議事項】 

１、平成２４年度補正予算（案）について 

２、平成２３年度事業報告について 

３、平成２３年度決算について 

４、公益目的支出計画実施報告書について 

５、参与の異動について 

６、定時評議員会について 

         ７、その他 

 

○理事会 

       日  時  平成２５年４月２３日（火）午後１時～午後１時５２分 

       場  所  日本文化興隆財団研修室 

       出席理事  １０名 

       会議事項  【報告事項】 

１、前理事会以降の職務執行状況について 
２、神道文化検定（神社検定）について 
３、東日本大震災被災神社への植樹事業について 
４、季刊誌『皇室』について 
５、評議員の異動について 

         ６、その他 
         【審議事項】 

       １、国民精神昂揚事業推進基金・施設維持管理積立金取扱規程について 
       ２、公益目的支出計画の変更認可の申請について 

３、平成２５年度事業計画（案）について 
４、平成２５年度予算（案）について 
５、参与の異動について 
６、定時評議員会・臨時評議員会開催について 

         ７、その他 
 

②監事会 

○監事会 

日  時  平成２４年８月３０日（木）午後１時３０分～午後２時３０分 

場  所  神社本庁３階会議室 

出 席 者  監 事   羽中田 進 

      監 事   藤原正克 



      監 事   三宅太一郎 

顧問税理士 ＯＡＧ税理士法人（税理士：岩田毅、税理士：川田由貴） 

理事長   田中恆清 

副理事長  小串和夫 

会議事項  ・平成２３年度予備監査報告 

・平成２３年度事業及び決算報告 

・公益目的支出実施報告 

・諸帳簿･伝票等照合 

・平成２３年度監査報告 

・ その他 

 

○監事会 

日  時  平成２５年２月２５日（月）午後１時４５分～午後２時４２分 

場  所  神社本庁３階会議室 

出 席 者  監 事   藤原正克 

      監 事   三宅太一郎 

顧問税理士 ＯＡＧ税理士法人（税理士：岩田毅、税理士：川田由貴） 

理事長   田中恆清 

副理事長  小串和夫 

会議事項  ・平成２４年度中間監査報告（予備監査） 

・平成２４年度事業及び決算報告（中間） 

・諸帳簿・伝票等照合 

・平成２４年度中間監査報告 

・その他 

 

③評議員会 

       ○定時評議員会   

       日   時   平成２４年９月１７日（月）午後２時～午後２時５５分 

       場   所   神宮参集殿 

       出席評議員 ９名 

      会議事項  【報告事項】 

１、第２回神道文化検定（神社検定）開催について 

２、季刊誌『皇室』の頒布状況について 

３、参与の異動について 

４、その他 

【審議事項】 

１、平成２４年度補正予算（案）について 

２、平成２３年度事業報告について 

３、平成２３年度決算について 

４、公益目的支出計画実施報告書について 

５、その他 

 

○定時評議員会   

       日   時   平成２５年５月２１日（火）午後３時～午後３時５１分 

       場   所   神社本庁二階大講堂 

       出席評議員 １１名 

      会議事項  【報告事項】 



１、神道文化検定（神社検定）について 

２、東日本大震災被災神社への植樹事業について 

３、季刊誌『皇室』について 

４、参与の異動について 

５、その他 

             【審議事項】 

１、評議員の異動について 

２、公益目的支出計画の変更認可の申請について 

３、平成２５年度事業計画（案）について 

４、平成２５年度予算（案）について 

５、その他 

 

 

○臨時評議員会（みなし評議委員会） 

       日   時   平成２５年７月１日（月） 

       場   所   書面決議 

       同意評議員 １３名 

      会議事項  【審議事項】 

１、監事、評議員の異動の件 
以 上 



平成２４年度事業報告 附属明細書 

 

 平成２４年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在

しないので作成しない。 

 

平成２５年６月３０日 

一般財団法人日本文化興隆財団 




